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K

於
て

『

I

麗

0 .

破
滅
以

-

後
、現
今
存
在
す
る
最
も
幻
想
的
と
し
て
且
つ
麟
傲
な 

の
I I

體』

と
«

し
た
る

P
h

y
s

i
o

c
r

a
t

e
s

の
中
心
思
想
も 

あ
ら
す
、對
岸
の
英
國

R -
發
生
し
た
る
經
濟
思
想
の

の
怒
.濤
と
爲
れ
る
に
過
ぎ

M

情

に

激

し

俄

に

冲

天

ざ 潮 斯  

る が

も 佛 論

じ
來
れ
ば
決
し
て
一
時
の 

國
の
岸
を
洸
ひ

V

其
特
殊 

の
な
ぅ
。

.

(

大

正

：：、
六
、
一
>
十

五

}
。

の 幻 る  

經 想 人  

濟 に 令

^

0
 

'し

於

け

る

小

農

場

運

動

の

發

展

ぐ

j  

戰

後

の

士

地

政

策

(

ニ)

.

邊

金

藏

务
れ
と 

法
の
變
遷 

ょ
り
十
分 

ん

r

は
、又

も
以
上
は
素
ょ
り
大
體
の
上
ょ 

ビ
經
營
而
續
の
變

.
繼V
J  

.の間
に 

な
ら
ず

V
J

謂
ふ
可
き
其
上
に
、據 

た
餘
う
に
薄
弱
な
る
や
の
感
あ

な
ら
ざ
る
が
故
に
、經
營 

證
す
る
上
に
於
て
は
、固 

を
卜
す
る
茈
礎
と
な

さ

に

各

種

農

場

の

地

理

的

分

布

の

狀

6

觀
察
し
た
る
も
の
に
外 

存
す
る
關
係
を
如
實
に
立 

て
以
て
小
農
場
の
將
來 

U

因
て
更
ら

能
を
釋
ね
て
、別
個
の
方
面
ょ

6

叙
上

'の
所
言
を
且
つ
は
補
甩
し

i i
•
つ
は
、固
ぅ
せ
ん
に

、
B

上
の 

期
間
に
於
て
大
農
場
の
面
稂
減
少
せ
る
こ
と
最

i

少
き
は

M

か
に
八
分
の
喪
失
を
見
た
る
英 

蘭
東
北
部
に
位
す
る
諸
地
方
に
し
て

> 
一
割
強
の
喪
失
を
見

.̂

る.
朿
部
中
央
地
方
.は
其
次
に
位 

し
、東
南
地
方
及

W

北
地
方
は
最
大
減
少
率
を
；不
し
て
、前
者
は
一
割
七
分
、後
渚
は

 

一
九
分
强

奶
十
i

、
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H
六九)

論
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 ̂

:取

顏

に

於

け

る

小

麗

議

の

霞

と

戦

後

‘の

土

地

政

饱0
S 

'
;
ム
ニ 

「

R
上
る
を
見
る
；；
中
農
場
の
而
檢
は
一
般
に
增
加
せ
る

.こ
ど
.：既
に
述
べ
た
る
が
如
く
な
れ
ど 

も
、典
中
に
就
て
も
來
牝
詻
德
方
は
最
大
增

.加
：率
を

.示
し

y

八
分
阀
®
の
僧
加
を
見
た
る
に
對 

I, 

し
東
谇
地

'力
及

%
北
地
方
は
夫
れ

7

\
に
、
一

一

分

一

厘

及

こ

分

 

一
一M
な
る
俥
少
の
潘
加
を
示
す 

f 

に
過
ぎ
ず
ビ
す
。
、小
農
場
は
全
醴
の
上
ょ

6
槪
觀
す
れ
ば
、農
場
數
に
於
て
減
少
し
而
樹
^
於

一. 

て
»

加
し

^

る
結
果
と
な
る
こ
ビ
旣
述

0

如
く
な
る
が
、地
方
別
に
し
て
仔
細
に
之
を
見
れ
土
、

I: 

. 

. 

. 

: 

■ 

,
 

•

 ̂

或
は
農
圾
數

4

經
營
而
植
名
共
に
減
少
し

*

る
處
ぁ
ぅ
、或
は
農
場
數
減
じ
て
經
營
而

»

if
Jl
l
 

If 

し
た
る
處
ぁ

6

、或
は
農
場
數
及
經
營
两

«

の
兩
つ
な
が
ら
增
加
し
た
る
處
ぁ
&
ビ
云
ふ
可
き 

く 

次
^

に
て
九
趨
勢
は
各
地
方
の
間
に
於
て
各
冷
相
興
り
必
ず
し
も
ー
欉
の

^

中
を
取
ら
ざ
る 

な

り

Z

E

の
數
字
は

W

ち
之
を
明
か
に
す
る
も
の
と
す
。

I

西

部

中

央
 

(

3

一
、
一
九 

一
 

(

S

四
五
、七
九
八
.

认
^

渺
之

»

北
地
方
に

a

か
て
は
^
農
場
の
小
な
る

'

も

の

は

.其

大

な

る
4

の
に
沖
今
せ
ら

れ
ィ
農

ft

の
■
大
な
る
も
の
、
一
部
は
斯
く

.
併
：合

.
す
る
こ
と
に

0
 

A
y
.て
小
農
場
た
る
，域

.

.ょ
b

脱
_ 

し
て

*

I
T

農
.
.場
の

®

B

に
移
り
た
る
形

®}

あ
う

V
J

推
.
す
る
を
得
可
く
、北
部
、朿
北
部
、東
部
中
央
の 

If

地
力
に
在
々
て
は
小
巖
場
の
小
な
る
も
の
衰
え
て
其
大
な
る
も
の
之
に
代
う
て
興

&

つ

>
 

あ
h
 -

V
J
.

辭
ふ
を
得
可
く
朿
南

.

.及
®

部
.中
央
の
兩
地

.
方
R

在
6

て
は
小
農
場
：ー
般
に
勃
興
し
つ 

、ぁ
。ビ

»

す
る
を
得

.
可
し
。
而
し
て
是
を

.
前
記

.
大
、中
兩
農
場

.
の

0
f

合
去
考
ふ
れ
ば

3 1 

ら
し
大
體
に

.
於
て

.
東
北
諸
地

.
方ー及

®

部
巾
央
地
方
は

.各
稱
農
場
の
大
な
る
も
の
ゝ
割
據
地

*
 

p 

R

北
t

力
は
.ゅ
&

場
.及

小

農
'場

の

.大

な

る
も
の

、
割

據

地

た

り

、東

南

地

方

.'及»

祁

^
-
火
也 

方

は

小

農

場

の
.割

據

地

た

う
S

推
：宛
す
る
を
得
可
し
。

然
z

 

K

他
'

方
ド
於
て
へ
ル
マ
ン

.

レ
ビ
ィ
氏
其
他
が

#

嵇
の
材
料
に
據

o

て
推
斷
す
る
と
こ 

ろ
R

依
.

れ
は
來
北
部
及
來
部
，中
央
の
諸
地
方
に
於
て
は

#

作
農

4

猶
ほ
優
勢
を
占
め
、»
北
地 

方
に
‘

於
て
は

I

飼
落
業

.

®

勢
を
占
め
、東
市
地
方
及

W

部
中
央
地
方
に
於
て
は

」

蔬
菜
、果
實
の
栽
培 

及〕

製
酪
業
優
勢
を
占
む
る
の
實
あ
う
ビ
云
ふ
が
故
に
、結
局
太
農
場
は
，穀
作
と

.

中
'

農
.場
は
御
畜 

と
'

小
農

.

場
は
蔬
柒
，雨
實
の
栽
培
及
製
酪
ビ

a

に
相

•

俟
つ

.

の
關
係

.

に
布

6

法
謂
ふ
を

#

可
し

o 

即
ち
：合人
が

■
經
營
法
の
變
遞
ビ
經
營
而
毡
の
變
遷

V
J.

の
間
に
密
接
な
る
關
係
あ
り

V
J

說
け
る 

?

1

职

」

-
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m
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論
說
英
阈
に
於
け
る
小
農
幾

 
1

の
發
展
と
戦
後
の
•
土
地
政
浓

f

•狭
丑
四

こ
と
の
空

«

に
あ
ら
ざ
る

Jr
證

す

：る

も

の

な
.
る
が
、此
點

.
一
度
明
か

a.

る
に
於
て
は
®
ら
に
一 

步
を
進
.め
て

^

M

.場
は
果

w

ff
i

菜
ギ

^

乾
酪
等
.に

»

す
る
爾
用
の

».

大
す
る

R

連
れ
セ
«
活 

し
來

&

、今
後
も
亦

/2
發
達
す
る

.
の
餘
地
を
有
す
と
立
言
す
る
を
得
可
し
。
而
し
て
近
時
の

小 

農
場
運
動
は
恰
か
も
此
機
運

R

沿
ふ
て
進
む
も
の
な
る
が
故
に
®
命
其
前
途
に
は
後
に
述
ぶ 

る
が
如
き
魏
多
の
_
雛
の
橫
は
る
も
の
あ

6

と.

®
も
、之

t

舊
時
の
小
隱
場
進
動
の
如
く
時
勢 

に
逆
朽
し
て
進
め
る
も
の
に
比
較
す
る
と
き
は
、雛
易
成
杏
の
差
に
於
て

®

に
R

を
同
ふ
し
て 

語
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
見
る
な
り
。

次

に
第
二
の

*

違
點
も
亦
々
新
舊
兩
小
農
場
連
動
の
成
否
を
分
つ
.重
大
な
る
一
要
素
を
な 

す
も

.

の
な
る
が
故
に
、前
單
に
之
を
說
明
す
る
の
.必
要
あ

&

と
し
て
、先
づ
舊
時
の
小

1

場
述
叻 

か
ず
時
に
於
け
る
志
士
仁
人
の
運
動
た
る

R

.

止
ま

6

し
は
何
故
な
ぅ
や
、其
现
由
如
何
と
»
ぬ 

る
に
當
時
に
於
け
る
小
農
場
の
烟
解
は
漸
を
以
て
其
次
ぎ
た
る
も
の
に
し
て
、同

. ®

に
司
じ
！ 

命
に

%
は
る

i

は
互
に
其

所
狂
地

を
興
に
し
、從
つ
て

相
.集
つ
て
 

一
II
を
な

し
、
_
隊
の
力
に 

0

P

て
彼
等
の
爲
め
に
瞥
世
の
叫
を
擧
げ
て
嚮
導
す
る
潘
を
支
持
し
、是
と
相
響
應
し
て
世
入 

を
励
か
す
の
途

R

出
づ

こ

と

能
は
ず
、終
に
.志
士
仁
人
折
角
の
努
力
を
し
て
空
し
く

 

_

る
.潜
な

§
に
笛
吹
く
の
類
た
る
に
了
ら
し
め
た
る
も
の
な

b

o

而
し
て
勞
働
者
の

.
爲
に
三
本

H

力
ー 

の
土
地
と

I:

頭
の
牝
牛
と
を
供
ふ
可
し
と
の
社
會
政
策
的
主
，

®

ば
二
八

.一

九
年
の
救
貧
法
.に 

由
ぅ
て
或
程
度
ま
で
承
認
せ
ら
れ
、一
八
三
ニ
年
の
改
正
救
貧
法
に
依

6

て
®

ら
.
に
®
張
せ
ら 

れ.
た
れ
ど
も
、
一
八

H

四
年
の

'
法
律
に
依
り
救
貧
法
施
行
の
權
が
、救
貧
法
委
員
.の手
ょ
り
離
れ 

て
救
贫
法
執
行
官
の
掌
裡
：に

M

す
る
に
及
び
て
、却
て
實

0

の
運
用
を
見
.ざ
る
に
率
れ

b
,
:
M
し 

雁
虫
た
.
る
農
夫
は
之
に
依
キ
て
勞
働
者
が
餘
タ
に
獨
立
的
'地
俾
を
占

め
、
^
つ
て
勞
働
潘
ヾ

」

し 

て
の
勸
勉
を

缺
..

か
ん
こ
ビ
を
懼
れ
、商
店
主
は
勞
働
者
自
必
日
用
品
を

.
產
生
す
る
に
至
れ
ば
、其 

程
皮
に
於
て
自
己
商
品
に
對
す
る

■

用
減
，少
を
見
る
結
果
ど
な
ら
ん
こ
と
を
催
れ
、從
來
勞
動 

潜
を
.
最
大
顧
客

V
J

せ
る
旅
，館
主
は
、又
た
之
に
因
り

R

營
業
上
に
打
擊
を
蒙
ら
ん
こ

V
J

を
催
れ
、
 

三
者
相
結
び
て
敎
會
委
員
會
の
決
議
を

® .
か
し
た
る
に
反
し
、此
處
に
，
席
を
有
せ

ざ

る
勞
働 

.
潜
；は
自
己
の
叫
を
有
效
に
：聽
か
し
む
る
の
手
段
方
法
を
缺
如
せ
る
が
爲

..
め
、是
に
對
杭
す
る
能 

は
ず
し
て
終
に
事

'の
此
處
に
至
る

?:
見
た
る

も

の
な

b

o

即
ち
何
れ
に
就
て
之
を
見
る
も
、舊 

時
の
小
瓞
場
述
動
が
志
士
仁
^
の
支
持
す
る

と
こ

^

た
る
に
止
ま

6

た
る
其
理
由
は
、®
接
の

利
®

關
係
者

'な
る
：小
縣
場
：主
及
寒
爾
者

^
>
0
己
'の
立_

^

有
カ
：，技
主

'
張
す
：令
 

權
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論
說
英
闽
に
於
け
る
外
農
纛
動
の1

と
戦
後
の
土
地
政
娘§

m

五
六 

な

か
$

し

其

間

の

事

愤

に

伏

在

す

と

謂

は

，ざ

る

可

か6

ざ
る
次
第
な
る
が
、近
時
の
小
康
場

®

,

 

動
は
此
、點
K

於
て
全
く
其
趣
を
战
に
し
、識
莕
が
此
方
而
に
對
し
て
試
む
る
計
皲
努
力
の
#
面 

に
は
、勢
働

^

の
政
治
的

.圓
隊
的
權
カ
常
に
伏
在
し
て
、之
を
支
持
し
促
逝
し
つ
、
あ
る
の
實
を 

見
る

.な
り

1?
|
し
て
其
斯
く
の
如
き
愦
勢

5:
齋
ら
せ
る
原
因
は

'

八
六
七
年
及

|

■八
八
四
年
の 

a

擧
：̂

改
正
に
因
り

^

に
は
エ
業
勞
働
潘
、次
に
は
農
業
勞
働

^

®
擧
權
を
緞

#

し

政

治

上

の

.

1

大
勢
力

V
J-/
J
:れ
る
其

_

實

R

稆
す
る
も
の
に
し
て
、近
時
の
小
農
場
運
動
が
此
顷
ょ
り
し
て

.

頓
み
に
勢
力
を
加
べ
來
れ
る
の
實
あ
る
は
、他
の
事
情
の
大
に
之
を
肋
く
る
も
の
あ

6

た
る
は 

勿
^

な
れ
と
も

s
>

か
■に
之
を
，立

證

す

る

も

の

ビ

謂

ふ

可

し

。

然
ら
ば
第
三
の
相
違
點
は
如
何
な
る
事
情
の
下
に
其
•發
生
を

•見
た
る
や
。
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f
を
以
て
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翁
の
中
堅
階
級
を

‘形
く
る
遨
な
ぅ

V
J

斷
じ

「
所
有
の
魔
術
は
砂
を
化
し
て
货
金
ビ

'
成
す
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(
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广
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ち
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典
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せ
る
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農
場
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作
農
の
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持
又
は
极
興
を
以
て
其
述

»

の
0
的
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な
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る
は
琪
现
當
然
の
結
果

な
>
9ブ
レ
謂
ふ
可
き
な
れ

ば
、此
點
の
說
明
は
此
處
に
之
を
加

ふ
る
ゾ
の

要 

な
し
ビ
し
て
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、近
時
の
.小
農
場
述
動
が
寧
ろ
子
作
農
の
維

持
#

加
を
以
て

其
目
■的
の

屮

6
點

こ

馆
ヵ
ん
ビ
す
る
に
至

6

た
る
典
間
の
事
惝
を
討
究
せ
ん
に
、元
來
小
農
場
の
質
貢
偎
格
は
.、®
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の
數
供

r

に
勝
る
の
调
係
ょ
り
、何
れ
の
國
に
在

&

て
も
、其
收
益
愤
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做
以
上
に
出
づ
る
«
向
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沿
す
る
も
の
な
る
が
、英
國
に
在

6

て
は
此
事
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に
加
ふ
る
に
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に
燭
す
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て
®
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の
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流
に
位
し
世
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の
威
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收
め
ん
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す
る
遨
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必
耍
缺
く
可
か
ざ
る
一
耍
素
た 

6
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な

1

の
屈
今
猶
存
在
し
此
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ょ

6

疋
ら
に
小
農
場
の
供
給
を
制
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す
る
$
の
あ
る
が
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に
此
倾
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に
著
し
く
、從
つ
て
農
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業
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營
を
目
的
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し
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る
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せ
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何
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ざ
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て
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營
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。
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则
の
發
展
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後
の
土
地
，政

娘

望

號

五
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償

の
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難

も

亦

た

、兒

孫

の

^

め

に

®

る
潘
を
し
て
農
圾
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只
入
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0

せ
し
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る
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農
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の
勿
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营
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大
な
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1
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作
す
る
の
策
に
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に
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を
買
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ず
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ビ
は
裳
に
斯
く
の
如
き
を
謂
ふ
胃
き

乎
。

乃
ち
以
上
を

1

括
し
て
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之
を
言
へ
ば
、近
時
の
小
農
場
運
動

す
る
所
以
は
、小
農
場
希
蕻

で るが

小
農
場
を
寶
却
し
、換
へ 

た&
V

J

謂
ふ
。

「

兒
孫
の

ず
し
て
、子
作
農
の
增
加
を
目
的
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せ
ず
し
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子
作
農
た
ら
ん
こ

V
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打
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果
に
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作
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の
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目
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て
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農
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ら
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謂
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な
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